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■
滞
納
徴
収
重
点
月
間

　

市
は
、
市
税
や
保
険
料
の
負
担

の
公
平
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、

12
月
を
「
滞
納
徴
収
重
点
月
間
」

と
定
め
、
市
税
・
保
険
料
の
滞
納

者
に
対
し
て
、
催
告
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
夜
間
・
休
日
開
庁
を

実
施
し
ま
す
。

　

市
へ
納
付
に
関
す
る
連
絡
の
な

い
ま
ま
滞
納
す
る
と
、
差
し
押
さ

え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

の
で
、
早
急
に
税
務
室
、
医
療
保

険
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
税（
市
・
府
民
税
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自

動
車
税
）や
保
険
料
の
納
付
に
は
、

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
（
自
動

払
込
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
税
収
確
保
重
点
月
間

　

12
月
は「
税
収
確
保
重
点
月
間
」

で
す
。
税
収
入
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

府
は
、
市
町
村
と
連
携
し
、
滞

納
者
に
対
す
る
徹
底
し
た
催
告
や

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
を
行

い
、
納
期
内
に
納
税
さ
れ
た
人
と

の
税
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

北
河
内
府
税
事
務

所
（
℡  
８
４
４
・
１
３
３
１
）

市税、保険料の休日・夜間納付相談
平日・昼間、仕事などで忙しい人はご利用ください。
夜 　間　12月 16日（金）午後 8時まで
休 　日　12月 18日（日）午前 10時～
午後 3時
と ころ　市役所本館 1階〈市税＝税務
室、国民健康保険料・後期高齢者医療保険料＝医療
保険課〉

滞納徴収・税収確保
重点⽉間

問い合わせ 税務室・医療保険課
（⌀  892・0121）

名　
　

称

実
施
場
所

住　
　

所

　

私
市
児
童
会

私
市
小
学
校
内

私
市
９

－

５

－

10

　

藤
が
尾
児
童
会

藤
が
尾
小
学
校
内

星
田
北
２

－

45

－
１

　

旭
児
童
会

旭
小
学
校
内

星
田
４

－

18

－
１

　

長
宝
寺
児
童
会

長
宝
寺
小
学
校
内

郡
津
１

－
43

－
１

○
妙
見
坂
児
童
会

妙
見
坂
小
学
校
内

妙
見
坂
７

－

20

－

１

○
倉
治
児
童
会

倉
治
小
学
校
校
庭

倉
治
１

－

15

－

１

○
岩
船
児
童
会

岩
船
小
学
校
内

森
北
１

－

25

－

１

　

郡
津
児
童
会
分
室

郡
津
児
童
会
分
室

私
部
４

－

11

－

８

○
郡
津
児
童
会

郡
津
小
学
校
内

郡
津
４

－

13

－

１

○
星
田
児
童
会

星
田
小
学
校
内

星
田
３

－

33

－

４

　

交
野
児
童
会
分
室

交
野
小
学
校
内

私
部
１

－

54

－

１

○
交
野
児
童
会

交
野
小
学
校
校
庭

私
部
１

－

54

－

１

放課後児童会一覧

申請用紙の配布場所と時間〈12月1日（木）から配布〉
青少年育成課
（青年の家）

9:00 ～ 21:00
（日・月曜日は 17:00 まで）

各児童会
13:00 ～ 18:30（右表○印の児童会
のみ、土曜日 8:30 ～ 18:30 も配布、
日曜日・祝日・第 4土曜日は休会）

※ 12月23日（祝）・12月29日（木）～ 1月3日（火）・1
月9日（祝）は休館日のため、青少年育成課・児童会と
も配布はしません。

　

市
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
放
課
後
の
時
間
に
保
護
者

の
保
護
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童
に

対
し
、
安
全
の
確
保
と
健
全
な
育

成
を
助
け
る
た
め
に
、
放
課
後
児

童
会
を
開
会
し
て
い
ま
す
。

※
入
会
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
小
学
校
新

１
年
生
か
ら
新
６
年
生
で
、
保

護
者
の
労
働
・
病
気
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
放
課
後
の
時
間
に

適
切
な
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い

児
童

※ 

低
学
年
か
ら
順
次
案
内
し
ま

す
。高
学
年
は
入
会
申
請
を
行
っ

て
も
新
規
・
継
続
入
会
に
か
か

わ
ら
ず
、
定
員
に
な
り
次
第
、
入

会
待
機
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

費　

用

▽ 

月
会
費　

５
０
０
０
円
（
同
一

世
帯
で
２
人
目
以
降
の
児
童
は

２
５
０
０
円
）

※
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

育
成
活
動
費　

月
額
３
０
１
０

円（
お
や
つ
代
な
ど
）

申 

請
用
紙
の
配
布　

下
表
の
と
お
り

申 

し
込
み　

1
月
５
日
（
木
）
〜

13
日（
金
）ま
で
に
申
請
書
類
一

式
を
添
え
て
、青
少
年
育
成
課

※ 

申
請
受
付
の
場
所
と
時
間
に
つ

い
て
は
、「
広
報
か
た
の
」
１
月

号
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

放課後児童会の
29 年度⼊会申請

問い合わせ ⻘少年育成課
（⌀  892・7721）

旭小学校区福祉委員会の新規事業旭小学校区福祉委員会の新規事業
～「あさひ茶話会」がスタート～～「あさひ茶話会」がスタート～

～ Vol. 1 ～

ようこそ！
校区福祉委員会

問い合わせ　社会福祉協議会

（℡  895・1185）

　旭小学校区福祉委員会の各種サロンは、星田山手区と星田西区
の集会所で活動しています。
　星田区のみなさんには、地理的に参加が
難しい状況でしたが、新たな拠点となる新
規事業を模索していたところ、喫茶室（星
田 7－ 28 － 2）を借りることができ、サ
ロン「あさひ茶話会」が立ち上がりました。
　同委員会は、メインとなるイベントと歓談の場を設けることで、
人的交流と地域がつながるサロン活動を目ざしています。各活動
には、毎回参加者が 40人を超える盛況ぶりです。今後も楽しい活
動を企画していますので、気軽にお越しください。

ボランティアグループ「HAND」
〝いきいき歌体操〟

♦ 28年度活動内容
　リース作り、元気アップ体操出前講座、いきいき歌体操、健康吹き矢など
♦今後の活動予定
　元気アップ体操、和紙のちぎり絵など

　

新
し
い
洗
濯
表
示
は
、
右
表

の
と
お
り「
基
本
記
号
」と「
付

加
記
号
」
の
組
み
合
わ
せ
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
表
示
を
覚
え
て
、衣
類

を
正
し
く
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

　

12
月
か
ら
「
洗
濯
表

示
」
が
変
わ
る
と
聞
き
ま

し
た
が
、ど
う
変
わ
る
の
で
す
か
。

　

衣
類
な
ど
の
繊
維
製

品
の
洗
濯
表
示
に
関
し

て
、
繊
維
製
品
品
質
表
示
規
定

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

12
月
か
ら
衣
類
の
取
り
扱
い
表

示
が
変
わ
り
ま
す
。

　

新
し
い
洗
濯
表
示
で
は
、
記

号
の
種
類
が
22
種
類
か
ら
41
種

類
に
増
え
、
繊
維
製
品
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
よ
り
き
め
細
か

い
情
報
が
、
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。ま
た
、
国
内
外
で

洗
濯
表
示
が
統
一
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
海
外
で
購
入
し
た
繊

維
製
品
の
取
り
扱
い
な
ど
を
円

滑
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ＱＡ
消費者相談

～洗濯表示が、どう変わるの？～

問 い合わせ　消費生活センター（ゆ
うゆうセンター1階、℡  891・5003）

「現行の洗
濯表示」

※ 両者の表示は、同じ取
り扱い方法を意味する
ものではありません。

クリーニング

漂白 乾燥

5つの「基本記号」
線なし
通常 弱い 非常に弱い「強さ」

「温度」 低い 高い
禁止

「付加記号」

洗濯

アイロン

「新しい洗
濯表示」

受 

付
期
限　

２
月
28
日（
火
）ま
で

※ 

受
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
申
請

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

対 　

象　

平
成
28
年
１
月
１
日
時

点
で
住
民
票
が
交
野
市
に
あ
る

人
で
、
28
年
度
の
市
民
税
（
均

等
割
）が
非
課
税
の
人

※ 

市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

の
扶
養
親
族
や
、
生
活
保
護
の

被
保
護
者
な
ど
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

※ 

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
８

月
下
旬
に
申
請
書
を
送
付
済
み

給 

付
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き

３
０
０
０
円

申 

請
先
・
問
い
合
わ
せ　

臨
時
福

祉
給
付
金
推
進
室
（
℡  
０
５
７

０
・
０
２
１
・
１
９
２
）

■ 

給
付
金
の
詐
欺
に
ご
注
意
！

　

給
付
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐

欺
、
個
人
情
報
の
詐
取
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。少
し
で
も
お
か
し
い

と
感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
交
野
警
察

署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

交
野
警
察
署
（
℡  

８
９
１
・
１
２
３
４
）

臨
時
福
祉
給
付
金

～
申
請
は
受
付
期
限
ま
で
に

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
～

健康吹き矢を楽しむ健康吹き矢を楽しむ
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問い合わせ 税務室市⺠税係・固定資産税係
（⌀  892・0121）

税務室からのお知らせ
  ・事業者のみなさんへ
  ・固定資産税の減額

■
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

▽ 

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
（
市
・
府
民
税
）

　

29
年
１
月
１
日
現
在
、
交
野
市

に
居
住
す
る
人
に
給
与
・
賃
金
な

ど
（
専
従
者
給
与
・
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
代
含
む
）
を
支
払
っ
た

人
（
給
与
支
払
者
）
は
、
交
野
市

宛
て
に
、
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、29
年
度
（
平
成
28
年
分
）

か
ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
に
伴
い
、
記
載
項
目
や
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
提
出
の
際
は
、「
平
成
29

年
度
市
町
村
に
提
出
す
る
給
与
支

払
報
告
書
等
の
作
成
及
び
提
出
に

つ
い
て
の
手
引
書
」
な
ど
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

提 

出
書
類　

給
与
支
払
報
告
書

（
総
括
表
と
個
人
別
明
細
書
）

提
出
期
限　

１
月
31
日
（
火
）

提 

出
先　

市
役
所
本
館
１
階　

税

務
室
市
民
税
係

※ 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の
提
出
も
可
能

▽ 

給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
を
お
願

い
し
ま
す
（
市
・
府
民
税
）

　

給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
と
は
、

給
与
支
払
者
が
、
所
得
税
の
源
泉

徴
収
と
同
様
に
、納
税
義
務
者（
給

与
所
得
者
）
に
代
わ
っ
て
、毎
月
、

従
業
者
に
支
払
う
給
与
か
ら
市
・

府
民
税
を
天
引
き
で
徴
収
す
る
制

度
で
す
。

　

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
給

与
支
払
者
は
、
特
別
徴
収
義
務
者

と
し
て
、
市
・
府
民
税
の
特
別
徴

収
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
府
と
市
町
村
で
は
30

年
度
か
ら
原
則
と
し
て
、
法
定
要

件
に
該
当
す
る
す
べ
て
の
給
与
支

払
者
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定

し
、
市
・
府
民
税
の
給
与
か
ら
の

特
別
徴
収
を
徹
底
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

▽ 

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す（
固
定
資
産
税
）

　

事
業
用
の
固
定
資
産
（
土
地
・

家
屋
・
自
動
車
を
除
く
）
は
、
償

却
資
産
と
し
て
固
定
資
産
税
の
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
内
で
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
人（
法
人
・
個
人
）は
、
29
年

１
月
１
日
現
在
の
資
産
状
況
を
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

提 

出
書
類　

償
却
資
産
申
告
書

（
お
よ
び
種
類
別
明
細
書
）

提
出
期
限　

１
月
31
日（
火
）

※ 

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の
提
出
も
可
能

申
告
対
象
資
産
の
例　

▽ 

舗
装
路
面
、門
、塀
、外
構
工
事
、

看
板
、
屋
外
給
排
水
設
備
な
ど

（
駐
車
場
・
ア
パ
ー
ト
経
営
）

▽ 

各
種
産
業
用
機
械
お
よ
び
装
置

（
土
木
・
建
設
・
医
療
用
な
ど
）

▽ 

机
、椅
子
、ロ
ッ
カ
ー
、パ
ソ
コ

ン
、エ
ア
コ
ン
な
ど
の
備
品

■ 

住
宅
の
改
修
工
事
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

　

下
表
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
の

改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
申
告

す
る
こ
と
で
家
屋
の
固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

申 

告
書
の
配
布　

市
役
所
本
館
１

階　

税
務
室
固
定
資
産
税
係
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

city.katano.osaka.jp/soshi
ki/zeim

u/

）

※ 

詳
し
く
は
、
固
定
資
産
税
係
ま

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐震改修工事 バリアフリー改修工事
省エネ改修工事

（熱損失防止改修工事）
対象となる
住宅

昭和 57 年 1 月 1 日以前
に建築された住宅

新築後 10 年以上を経過した住
宅（賃貸住宅を除く）

平成 20年 1月 1日以前に建築
された住宅（賃貸住宅を除く）

対
象
と
な
る
改
修
工
事

工
事
内
容
な
ど

 現行の耐震基準に適合す
る改修工事

▷  65 歳以上の高齢者などが居
住している
▷ 廊下の拡幅、浴室・トイレの
改良、手すりの取り付け、床の
段差解消などの改修工事

▷ 現行の省エネ基準に適合する
改修工事 
▷ 窓の断熱改修工事（二重サッ
シ化、複層ガラス化など）、床・
天井・壁の断熱改修工事

▷改修後の住宅の床面積が 50㎡以上
工
事
費
用

自己負担額 50万円を超える工事

減額の内容
家屋に係る固定資産税額
の 2分の 1が減額（1戸
あたり 120㎡が上限）

家屋に係る固定資産税額の 3分
の 1が減額（1戸あたり 100㎡
が上限）

家屋に係る固定資産税額の 3
分の 1が減額（1戸あたり 120
㎡が上限）

減額の期間 工事が完了した年の翌年度分のみ

※ 土地および都市計画税の減額はありません。また、耐震改修工事の減額は、他の制度と重複適用はでき
ません。

損益計算書（27年4月1日～ 28年3月31日、消費税抜き、単位：円）
借　方 貸　方

科　目 金　額 科　目 金　額
水道事業費用 1,1,284284,241241,457457水道事業収益 1,1,339339,336336,663663
　営業費用 1,126,855,512 　営業収益 1,230,923,293
　　原水及び浄
　　水費 375,049,000 　　給水収益 1,176,110,696

　　受託工事収益 3,611,389
　　配水及び給
　　水費 177,623,676 　　その他営業　　収益 51,201,208

　　受託工事費 3,283,000 　営業外収益 108,413,370
　　総係費 193,594,838 　　受取利息 6,888,440
　　減価償却費 360,348,789 　　分担金 53,314,241
　　資産減耗費 16,956,209 　　雑収益 290,349
　営業外費用 156,833,505 　　長期前受金

　　戻入 47,920,340　　支払い利息
155,836,211　　及び企業債

　　取扱諸費
　特別利益 0
　　退職給付引 0　　雑支出 997,294 　　当金戻入

　特別損失 552,440
　　過年度損益
　　修正損 552,440

　　賞与引当金
　　繰入額 0

　　貸倒引当金
　　繰入額 0

当年度純利益 5555,095095,206206
計 1,339,336,663 計 1,339,336,663

貸借対照表（28年3月31日、消費税抜き、単位：円）
借　方 貸　方

科　目 金　額 科　目 金　額
（資産の部） （負債の部）
固定資産 12,842,12,842,917917,982,982固定負債 9,2269,226,705705,761761
　有形固定資産 12,822,599,582 　企業債 8,738,718,948
　無形固定資産 318,400 　引当金 487,986,813
　投資 20,000,000流動負債 552,552,880880,0,05050
流動資産 3,3,450450,736736,691691 　企業債 251,745,220
　現金預金 3,208,619,335 　その他流動負債 284,963,325
　未収金 241,187,725 　引当金 16,171,505
　貯蔵品 6,104,502繰延収益 1,3751,375,819819,348348
　貸倒引当金 △5,174,871 　長期前受金 2,501,407,384

　収益化累計額 △1,125,588,036
（資本の部）
資本金 307307,349,667667
　自己資本金 307,349,667
剰余金 4,830830,899899,847847
　資本剰余金 1,413,080,997
　利益剰余金 3,417,818,850

計 16,293,654,673 計 16,293,654,673
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1立方㍍あたりの費用構成比

科目 構成比 1㎥あたり
費用

職員給与費 16.05% 26円55銭

支払利息 12.65% 20円90銭

減価償却費 29.24% 48円34銭

長期前受金
戻入 △3.89% △6円43銭

動力費 9.96% 16円47銭

修繕費 3.34% 5円52銭

材料費 0.04% 7銭

薬品費 0.41% 68銭

受水費 13.78% 22円79銭

その他 18.42% 30円44銭

計 100.0% 165円33銭

問い合わせ ⽔道局
（⌀  891・0016）

27 年度
⽔道事業の決算

市政のうごき
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⑵部門別職員数の状況（単位：人）

部門 区分
職員数 対前年

増減数27年 28 年

一般行政

議会 5 6 1
総務 79 77 -2
税務 24 23 -1
民生 99 99 0
衛生 68 69 1
労働 0 0 0
農林水産 5 5 0
商工 4 4 0
土木 32 32 0
小計 316 315 -1

特別行政
教育 89 88 -1
消防 73 75 2
小計 162 163 1

公営企業
など

水道 25 25 0
下水道 7 7 0
その他 26 26 0
小計 58 58 0

合計［条例の定数］ 536［733］536[733] 0
教育長除く計 536 536 0
※ 定員管理調査による一般職に属する職員数であ
り、臨時・非常勤職員を除きます。
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⑴任免の状況
①職員採用の状況（28年 4月 1日）

区分 採用人数
事務職 14人
技術職 5人
消防職 3人
指導主事 0人
任期付教職員 4人
合　計 26 人
②退職の状況（27年度）

区分 定年 勧奨 死亡 自己都合他

事務職 6人 － － 6人
技術職 3人 － 1人 5人
消防職 2人 － － －
技能労務職 － － － －
指導主事 － － － －
任期付職員 － － － 4人
合　計 11 人 0人 1人 15人

１．職員の任免および職員数の状況

⑶職員（一般行政職）の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（28年 4月 1日現在）
区　分 初任給 経験年数 10年 同 15 年 同 20 年
大学卒 190,200 円 257,000 円 290,400 円 318,300 円
高校卒 160,200 円 230,700 円 264,100 円 295,300 円

２．給与の状況①

⑴人件費の状況（普通〈一般〉会計決算）
区分 27 年度
住民基本台帳人口
（28年 3月 31 日現在） 77,943 人

歳出額（A） 253 億 4,425 万円
実質収支 3 億 5,765 万円
人件費（B） 47 億 3,054 万円
人件費率（B/A） 18.7％
26 年度の人件費率 20.8％
※ 人件費には、市長・副市長・議員・各種行政委員
の非常勤特別職の給料・報酬を含みます。

⑵職員給与費の状況（普通〈一般〉会計予算）
区分 28 年度
職員数（A） 509 人

給
与
費

給料 19 億 164 万円
職員手当 4 億 9,900 万円
期末・勤勉手当 7 億 8,165 万円
計（B） 31 億 8,229 万円

1 人あたり給与費（B/A） 625 万円
※ 職員数・給与費は、28年度の当初予算です。
※職員手当には、退職手当は含みません。

⑸特別職の報酬などの状況（28年 4月 1日現在）

区分
27 年度支給割合

退職手当 退職手当
支給時期給料・報酬月額 期末手当

市長 742,500 円 4.15 月分 給料月額× 30/100 ×在職月数 任期毎

副市長 700,000 円 4.15 月分 給料月額× 25/100 ×在職月数 任期毎

議長 621,000 円 4.15 月分

副議長 571,500 円 4.15 月分

議員 540,000 円 4.15 月分

２．給与の状況②

①期末・勤勉手当の状況（27年度）

区分
支給割合

期末手当 勤勉手当

6 月期
1.225 月分 0.75 月分

（0.65 月分） （0.35 月分）

12月期
1.375 月分 0.85 月分

（0.8 月分） （0.4 月分）

※（　）内は、再任用職員に係るものです。
※国と同様の支給割合です。

職制上の段階や職務の級などによる加算措置

理事・部長級：20％
次長・課長級：15％
課長代理級：10％
係長級：5％

②退職手当の状況（27年度）

区分
支給割合

自己都合 勧奨・定年・
その他

勤続 20年 20.445 月分 25.55625月分

同 25年 29.145 月分 34.5825 月分

同 35年 41.325 月分 49.59 月分

最高限度額 49.59 月分 49.59 月分

加算措置
定年前勧奨退職者
2.5 ～ 20％

平均支給額 238万円 2,318 万円

※   平均支給額は、27年度に退職した全職種に係
る職員に支給された平均額です。

③その他の職員手当（28年 4月 1日現在）

区分 支給内容

扶養手当

配偶者 13,000 円、配偶者以外 1人につ
き 6,500 円、配偶者のいない場合の 1人
目の子など 11,000 円、16～ 22歳の扶
養親族（子）は 5,000 円加算

住居手当 借家（最高支給限度額）27,000円

通勤手当

交通機関利用者は 6か月定期代で一括
支給（1か月あたり 55,000 円上限）、交
通用具等利用者は距離により 2,000 ～
31,600 円（2㌔未満を除く）

管理職手当
理事 79,000 円、部長 66,000 円、次長
56,000 円、課長 51,000 円、課長代理
42,000 円

地域手当 「給料＋扶養手当＋管理職手当」の 10％

特殊
勤務手当

市が 9種類、水道局が 3種類
主な手当の内容は、ごみ収集作業手当
500円 /日、し尿等処理作業手当 350円
/ 日、消防職員業務手当水火災 200 円 /
件・救急 100 円 / 件、有害危険物取扱業
務従事手当 100円 /日

時間外
勤務手当

正規の勤務時間以外に勤務を命じられた
場合、1時間あたり給与額に 125/100
～ 160/100 を乗じた額

休日
勤務手当

休日に勤務を命じられた場合、1時間あ
たり給与額に 135/100 ～ 160/100 を
乗じた額

夜間
勤務手当

正規の勤務時間として、午後 10 時～午
前 5時に勤務をした場合、1時間あたり
給与額に 25/100 を乗じた額

⑷職員手当の状況

問い合わせ ⼈事課
（⌀  892・0121）

⼈事⾏政の運営などの
状況（概要版）

市政のうごき市政のうごき
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分限処分

休職など 11件

懲戒処分

減給 1件

職務専念義務の免除 営利企業などの従事許可
18 件 0件

※ 職務専念義務が免除されるのは、研修や福利
厚生事業に参加する場合などです。

※ 営利企業などの従事許可とは、営利企業その
他の団体の役員などの地位を兼ねる場合など
に、任命権者の許可が必要となるものです。

⑵自己啓発に関する経費助成
区分 件数 概要

通信教育講座・
連続講座修了

7件
各種講座、語学、大学院
など

資格取得 6件

幼稚園教諭の教諭免許
取得および更新、危険
物取扱者、消防整備士
など

⑶勤務成績の評定の状況
　目標管理型人事評価制度を試行実施。
　職員の資質向上を目的に、所属長が職員への
指導などを行う中で、職員に対する評価を行
い、人事配置や職員の処遇に反映しています。

⑴健康診断の状況 ⑵福利厚生の状況 ⑶公務災害補償の状況
定期健康診断、有
機溶剤従事者健診、
VDT作業健診、頸肩
腕痛・腰痛検査など

　市職員厚生会では、職員とその家族を対象に職員相互の親
睦と福祉の増進を目的として福利厚生事業を実施しています。
▷ 厚生会の事業＝健康管理・増進事業、宿泊利用補助事業、
レクリエーション事業など

公務災害申請件数
6 件

通勤災害申請件数
0 件

３．勤務時間その他の勤務条件の状況

４．分限・懲戒処分の状況（27年度） ５．服務の状況（27年度）

６．研修・勤務成績の評定（27年度）

７．福祉・利益の保護の状況（27年度）

⑴勤務条件に関する措置要求の状況＝該当なし ⑵不利益処分に関する不服申し立ての状況＝該当なし
　職員は、地方公務員法により、給与・勤務時間・
その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、市
の当局により適当な措置がとられるべきことを要
求することができます。

　職員は、地方公務員法により、懲戒その他意に反
する不利益な処分に関して、公平委員会に不服の申
し立てをすることができます。

８．公平委員会の報告事項（27年度）

⑴勤務時間の状況（28年 4月 1日現在）
1週間の勤務時間 1日の勤務時間
38 時間 45分 7時間 45分
始　業 終　業
午前 9時 午後 5時 30分

※休憩は正午～午後 0時 45分です。
※ 施設など、特別な勤務形態をとる職場は、始業・終
業時間が異なる場合があります。

⑵年次有給休暇の状況（27年度）
総付与日数 総取得日数
20,208 日 5,882 日
対象職員数 平均取得日数
536 人 11.0 日
取得率 ※ 年度途中の退職者

や派遣職員などを
除きます。29.1％

⑴研修の状況
①総務課主催研修
新入職員研修 人権研修 防災研修
19 人 11人 149 人

階層別研修 環境研修 その他
52 人 99人 247 人

②派遣研修
日本経営協会 マッセ大阪 全国市町村国際文化研修所

7 人 80人 4人
河北研修協議会 その他

20 人 6人
③各機関などにおける研修
教育委員会 消防本部 市議会 農業委員会
120 人 44人 17人 3人
選挙管理委員会 監査委員 水道局

8 人 7人 22人

市政のうごき
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